
 

 

社会福祉法人神戸いのちの電話 事業案内 

2025 年度事業報告・2026 年度事業計画 
 

ごあいさつ 

 

この数年の社会の有り様を振り返ると、世界中で穏やかならざる日々が繰り返されて

いると感じます。Covid-19 が意識の中では過去のものになりつつあるなか、他の感染

症の流行が再燃したり、新たに始まったりしています。争いが続いている地域があり、

新たな争いが始まった地域もありますし、その影響が、私たちの生活にも大きな影響を

与えています。このような社会情勢の中、神戸いのちの電話は開設当初の理念を思いな

がら活動を続けています。 

2025 年度も、兵庫県、神戸市をはじめ多くの支援団体の皆様、個人として支援して

くださる皆様、また相談員、研修委員、役員、評議員の皆様から、私たちの活動に対し

て、それぞれのお立場で多大なご支援、ご奉仕、ご協力を賜りましたことに深く感謝申

し上げます。 

2025 年の年間自殺者数の報告を見ると、19,188 人と前年比 1,132 人の減少で、ほと

んどの年齢階級で減少したのに19歳以下では増加しており、特に小中高生の自殺は538

人で統計のある 1980 年以降では最多となっています。 

神戸いのちの電話の受信数を見ると、2025 年度では 15,387 件となり、前年度よりお

よそ 900 件増えました。これは、金曜日の深夜帯で受信時間を増やすなど相談員の皆さ

んの働きがあってのものですが、一方で若い年代からの受信が減っているという状況も

見られます。若い世代が SNS で人とつながり、AI に相談する時代になっていますが、

そこで求められる「つながり」はどのようなものなのでしょうか。私たちがどのように

若い世代とつながり、寄り添ってゆくことができるかは、大きな課題です。 

いのちの電話が大切にしている理念は、傾聴と寄り添いによる人とのつながりであり、

この理念を活かす場を 365 日 24 時間もつことを目指してきました。この活動を続ける

上での課題は多くありますが、設立当時からの思いを大切に活動を続け、生きづらさの

中を生きる多くの人びとに寄り添い続けたいと思っています。 

神戸いのちの電話は、皆様のおささえにより活動を続けることが出来ています。この

活動の維持、発展のために、これからも引き続き温かいお励ましとご支援をよろしくお

願い申し上げます。 

社会福祉法人 神戸いのちの電話 

理事長 井出 浩 



 

 

2025 年度事業報告と 2026 年度事業計画 

Ⅰ 2025 年度 事業報告 

１．  電話相談活動 

① 相談員の活動参加の増加により、相談受信件数が前年の数をさらに上回ることがで

きた。総受信数 15,387 件、内訳として通常 13,308 件、フリーダイヤル(毎日 10

日及び 9 月、3 月の連続 168 時間)769 件、毎日フリーダイヤル 1,310 件であっ

た。 

② 今年度からすべての金曜日・深夜帯を受信したことや平日すべて毎日フリーダイヤ

ルを実施したことにより、受信件数が増加した。相談員の協力に因るものである。 

２． 相談員の研修 

① 年間 10回の継続グループ研修の中で、いのちの電話の基本理念や傾聴を基にした

グループワークや講義等、研修委員を座長としたメンバーで学習の機会をもった。 

② 全体研修は、6 月に「難しい対応」をテーマに、10 月には自殺予防フリーダイヤルの

対応について、ロールプレイなどを通じて学び合った。 

３． 相談員養成講座 

① 2024 年度から受講の 40 期生 8 人が、講義、ロールプレイ、電話実習等 2 年間の

研修を修了し相談員として認定された。 

② 2 年目を迎える 41 期生は、7 人が後期(Ⅲ期)に進級した。 

４． 公開講座 

① 5 月から 7 月にかけて 8 回行われた連続公開講座には、相談員養成講座応募希望

の方も含め 454 人が、「生きづらさの中を生きる」をテーマに学びを深めた。 

② 厚生労働省・自殺防止対策事業として 1 月 31 日に映画「港に灯がともる」を上映、

211 人が参加した。トークショーにはプロデューサーの安成洋さんと神戸いのちの電

話井出浩理事長が登壇、私たちを取り巻く社会の生きづらさについて、理解を深め

ることができた。 

５． 広報活動 

① 広報誌「神戸いのちの電話」88、89 号を発行し、支援いただいている団体、個人へ

の送付に加え、学校へのポスター配布も継続して行った。 

② 「いのちの電話」の活動の周知や財政協力の一つとして、9 月には恒例となった神戸

聖隷福祉事業団主催の「おいでやすカーニバル」に出店。新たに、11 月には賀川記

念館フェスティバル、3 月には「ユニセフのつどい」等、他団体のイベントにも出店し、

広く活動を伝えることができた。 

６． その他の活動 

① 「日本いのちの電話連盟」に所属する全国のセンター対象の研修会や会議に参加す

る中で、これからの活動につながる交流と学びの時間になった。 

② 行政や団体等の会議、フォーラムにも積極的に参加した。 



 

 

③ 組織としての運営が円滑に進むように、理事会、評議員会をはじめ各委員会や部会

などを開催した。 

2025 年 4 月 1 日の相談員在籍数：153 人（男性 21 人、女性 123 人） 

Ⅱ 収支決算報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 2026 年度活動計画 

 

様々に社会状況が変化する中にあっても、常にいのちの電話の原点を大切に、共に支え合う

中で、365 日 24 時間の活動をめざします。 

1．電話相談活動を大切にする 

一人でも多くの相談者とつながることができるよう、金曜日の深夜帯受信をはじめ、受信件

数増に向けて取り組む。相談員増になるような公開講座等、魅力的な企画づくりに努める。 

２．研修体制の充実をはかる 

  相談員の心のケアやサポート等、活動への意欲がより充実したものになるよう、グループでの

継続した学習やテーマごとの研修等で学びを深める。また、相談員が対応に苦慮する電話等、

通常の活動の中での課題にも迅速に対応する。 

３．相談員相互の理解を図る 

  相談員の活動が持続可能なものになるよう、交流等を通じて関係性を深める。 

４．諸団体等との連携を深める 

  行政や諸団体、全国のいのちの電話等ともつながり、お互いに情報交換する機会を増やす。 

５．活動への理解を広げ体制づくりに取り組む 

  広報を強めることで理解者を増やし、財政基盤の強化と事務局体制の充実をめざす。 

　　　　　　　　　　　2026年3月31日現在　　　　　　　（単位：円）

流動資産 14,872,973 流動負債 1,572,202

　現金預金 6,786,940 　未払金 1,411,363

　未収入金 8,086,033 　前受金 84,000

固定資産 13,079,533 　預り金 76,839

 基本財産 10,000,000 固定負債 0

　定期預金 10,000,000 負債の部合計 1,572,202

 その他の固定資産 3,079,533

　器具及び備品 180,192

　ソフトウェア 1 基本金 10,000,000

　備品等購積立資産 2,000,000 備品等購積立金 2,000,000

　周年行事等積立資産 899,340 周年行事等積立金 899,340

次期繰越活動増減差額 13,480,964

（内当期活動増減差額） 63577

純資産の部合計 26,380,304

資産の部合計 27,952,506 負債及び純資産の部合計 27,952,506

資産の部 負債の部

純資産の部

貸借対照表

単位:円

科目 決算額

受講料(養成講座・公開講座)収入 795,500

補助金収入 10,270,443

寄付金収入 3,603,494

維持・賛助会費収入 2,198,000

その他の収入 531,211

収入合計 17,398,648

人件費 5,785,104

事業費 9,445,121

事務費 1,789,040

支出合計 17,019,265

収支差額 379,383

収

入

支

出

2025年度　収支決算書



 

 

Ⅳ 収支予算 

                               

 

                             

                              

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ 役員名簿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：円

科目 予算額 科目 予算額

受講料(養成講座・公開講座)収入 800,000 人件費 5,667,000

補助金収入 10,000,000 事業費 9,595,000

寄付金収入 2,500,000 事務費 1,208,000

維持・賛助会費収入 2,200,000 支出合計 16,470,000

その他の収入 970,000

収入合計 16,470,000

収

入

支

出

　　　　　　2026年度　収支予算書

＜理事＞ ＜監事＞ ＜評議員＞

井出　浩 上杉　徹 石川　益子

井上　真二 山根　泉 石脇　智広

阪田　憲二郎 上谷　佳宏

中道　京子 大橋　善久

宗行　孝之介 川崎　厚志

濵　浩一 南部　眞理子

福井　康代 飛田　雄一

松森　正樹

いのちの電話は、自殺をはじめとする精神的危機のある人たちの隣人になりたい

という願いから生まれた運動です。電話を通して寄り添い、「あなたを決してひと

りにしない」との思いで、日々ボランティア相談員が活動しています。私たちの活

動を円滑に運営するためには、年間 1,500 万円を超える経費が必要です。 

多くの方々からの寄附金、賛助会費及び兵庫県、神戸市をはじめさまざまな団体か

らの補助金等、ご支援いただいているみなさまに心から感謝申し上げます。 



 

 

賛助会員（団体・法人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    研修委員                   （50 音順） 

井出 浩 浅野神経内科クリニック 精神科医 

井戸 りか 公認心理師 臨床心理士 

岩﨑 久志 流通科学大学 公認心理師 臨床心理士 

榎本 千春 社会福祉法人すいせい 公認心理師 臨床心理士 

岡田 由美子 たかみやこころのクリニック 公認心理師 臨床心理士 

阪田 憲二郎 神戸女子大学 臨床心理士 精神保健福祉士 

清水 智子 神戸教育短期大学 公認心理師 臨床心理士 

都村 尚子 関西福祉科学大学大学院 

戸田 みな子 カウンセリングオフィス神戸同人社 臨床心理士 

南部 眞理子 神戸市健康局  臨床心理士 

長谷川 泉 公認心理師 臨床心理士 

原口 美佐代 大阪バイオメヂカル専門学校 社会福祉士 精神保健福祉士 

藤井 薫 社会福祉士 精神保健福祉士 

吉岡 由美 武庫川女子大学 公認心理師 臨床心理士 精神保健福祉士 

 
 

後援会 

会長 雀部 昌吾（バンドー化学株式会社） 

副会長 中道 基夫（公益財団法人神戸ＹＭＣＡ） 

世話人 

高嶋 良平（高嶋酒類食品株式會社） 

寺本 督 （株式会社淡路屋）     

藤尾 益也（株式会社神明） 

ユアサ M&B 株式会社  塩山心療内科 サンヨー環境株式会社 株式会社淡路屋 

長手ホールディングス株式会社 株式会社コープエイシス 永安心療クリニック 

ひつじ診療所  医療法人尚生会湊川病院 村田建設株式会社 兵漬兵庫食品株

式会社  兵神装備株式会社  一般財団法人敬愛まちづくり財団  いずみ心療ク

リニック  株式会社トーアコーポレーション 株式会社トヨタレンタリース兵庫   

バンドー化学株式会社  株式会社神戸製鋼所  東光碍子株式会社  小倉サンダ

イン株式会社 れいプランニング                         

（順不同） 



 

 

ⅤI その他 

棒グラフ：自殺者数の推移  折れ線グラフ：年間受信者数の推移 

 

【直近 5 年間の推移】 

年 
自殺者数の推移 年間受信者数の推移 

男性 女性 合計 男性 女性 その他 合計 

2021 年 13,939 7,068 21,007 4,687 4,757 0 9,444 

2022 年 14,746 7,135 21,881 6,192 6,267 0 12,459 

2023 年 14,862 6,975 21,837 6,609 6,509 74 13,192 

2024 年 13,801 6,519 20,320 6,624 7,645 65 14,334 

2025 年 13,176 6,012 19,188 6,834 8,480 55 15,369 

 

 

  

15393

22727

24963
23478

17386

14078

13939

13176

7711

9230

9464

9615

8041

6091

7068
6012

6194

6505

6949

6834 6170

6629

4687

6834

2844

5513

6157

5103

5992

6433

4757

8480

55
0

1500

3000

4500

6000

7500

9000

0

5000

10000

15000

20000

25000

30000

35000

男 女 男性 女性 その他

2025 年の自殺者数は 19,188 人で、コロナ禍以後減少傾向にある。 

神戸いのちの電話での相談電話受信件数は 15,369 件で、記録上最も多い数となった。 

 



 

 

 

健康(心身)が多く、全体の傾向は前年度とほぼ同じである。 

 
40 歳代以下からの相談件数の減少が続いている。若い世代の電話離れが言われているが、

この状態をどのように理解するか､課題である。 

 
2025 年では、自殺念慮の在る電話が 4％であった。これまでに比べて割合としては少な

いものとなった。
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